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連
日
の
よ
う
に
「
猛
暑
日
」
が
続
い

た
夏
も
終
わ
り
、
朝
晩
の
冷
え
込
み
、

木
々
が
少
し
ず
つ
色
づ
く
「
紅
葉
」
の

季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
近
頃
は
、
暦

が
変
わ
っ
て
も
、「
ず
う
ー
っ
と
」
暑
い

夏
が
続
き
、
秋
の
気
配
を
感
じ
た
か
と

思
え
ば
、
す
ぐ
冬
の
到
来
と
「
四
季
」

の
良
さ
が
感
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
気
が

し
て
い
ま
す
。

　
村
で
は
、今
年
度
「
復
興
計
画
」
と
「
後

期
計
画
」
が
一
本
化
さ
れ
策
定
さ
れ
ま
す
。

　
豪
雨
災
害
を
検
証
し
、
災
害
に
強
い

村
づ
く
り
、
村
民
が
安
全
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
新
た
な
球
磨
村
の
創
造
的
復

興
、
村
が
目
指
す
将
来
像
に
つ
な
が
る

施
策
な
の
か
注
視
し
な
が
ら
、
未
来
に

向
か
っ
て
、
復
興
を
必
ず
成
し
遂
げ
る

強
い
使
命
、
そ
し
て
、
５
年
後
、
10
年

後
の
「
球
磨
村
」
が
ど
う
な
る
の
か
真

剣
に
向
き
合
い
な
が
ら
、危
機
感
を
も
っ

て
、
大
胆
な
行
政
改
革
、
特
化
し
た
新

た
な
村
づ
く
り
も
必
要
に
な
っ
て
く
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
村
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、「
幸
せ
」
そ

し
て
「
村
民
が
一
番
」
を
追
求
し
、
全
力

で
丁
寧
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。永

椎
　
樹
一
郎

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長
　   

　
　板 

﨑
　壽 

一

副
委
員
長
　   

　
　西 

林
　尚 

賜

委
　
　員
　   

　
　宮 

本
　宣 

彦

委
　
　員
　   

　
　永
椎  

樹
一
郎

■球磨村世帯数：1,346世帯　■人口：2,808人　男：1,346人　女：1,462人（令和５年11月１日現在）

編
集
後
記

６学年担任　中林　彩華 教諭
　本年度の一勝地小学校の６年生は、男子８名・女
子２名、計１０名です。学級目標である「当たり前の
ことができる６年生、元気なあいさつができる６年生、
思いやりを持って優しくする６年生」を目指して毎日
頑張っています。また、今年度は渡小の６年生と一
緒に授業を受けることも多く、みんなで協力し、お
互いを高め合いながら学習に取り組んでいます。
　最上級生であり、一勝地小学校最後の卒業生と
なる６年生の子どもたちは、一人ひとりが自分に出
来ることを考えながら、精一杯やり遂げようと頑張っ
ています。卒業まで、そして閉校まで残り半年を切
りました。学校のためにできることを考え、「６年間
頑張ってよかった」という思いで３月の卒業式を迎え
てほしいと思います。

６年　吐合　心 さん
　私たちの学級は、個性豊かで明
るく、楽しい学級です。男子は休み
時間に運動場に行き、サッカーや
キャッチボールなどをしてみんな仲
良く遊んでいます。女子は教室で
楽しい話をしながら笑って過ごして
います。たまに男子同士でケンカや
言い合いが始まるけれど、すぐに話
し合って仲直りをしています。
　６年生は最上級生として、下級生
のことを考えたり、色々なことを教
えたりして大変だけど、１０人で力
を合わせてあと半年頑張りたいと思
います。

渡
「
城
山
」
を
望
む



どなたでも傍聴できます。
９月定例会の傍聴人数は延べ 28 人でした。

※会議録は「球磨村ホームページ」→「行政情報」→「球磨村議会」→「会議録（一覧ページ）」で
　閲覧できます。
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令和５年11月27日発行

くまむら議会だより　第111号
令和５年11月27日発行

　

第
７
回
定
例
会
が
、
９
月
５
日
か
ら

14
日
ま
で
の
10
日
間
の
日
程
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
６
月
定
例
会
以
降
の
諸
般
の

報
告
、
例
月
出
納
検
査
結
果
報
告
、
一

部
事
務
組
合
の
報
告
を
行
い
、
続
い
て
、

日
隠
啓
一
代
表
監
査
委
員
よ
り
、
令
和

４
年
度
財
政
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資

金
不
足
比
率
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、認
定
５
件
、議
案
５
件
、

同
意
２
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
監
査
委
員
の
報
告
を
受

け
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

２
日
間
に
わ
た
り
、
各
課
か
ら
令
和
４

年
度
成
果
報
告
書
に
基
づ
き
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
全
員
一
致

で
原
案
の
通
り
認
定
す
べ
き
と
決
定
し

ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
５
名
の
議
員
が
通
告
書

に
基
づ
き
登
壇
し
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

〇
令
和
４
年
度
球
磨
村
一
般
会
計
決
算

　
の
認
定

〇
令
和
４
年
度
球
磨
村
国
民
健
康
保
険

　
特
別
会
計
決
算
の
認
定

〇
令
和
４
年
度
球
磨
村
後
期
高
齢
者
医

　
療
特
別
会
計
決
算
の
認
定

〇
令
和
４
年
度
球
磨
村
介
護
保
険
特
別

　
会
計
決
算
の
認
定

〇
令
和
４
年
度
球
磨
村
簡
易
水
道
特
別

　
会
計
決
算
の
認
定

（
各
会
計
の
決
算
額
は
５
頁
の
と
お
り
）

〇
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い

　
て（
村
道
毎
床
線
道
路
災
害
復
旧
工
事
）

〇
球
磨
村
長
等
の
給
与
の
特
例
に
関
す

　
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

　
制
定
に
つ
い
て

〇
球
磨
村
議
会
議
員
及
び
球
磨
村
長
の

　
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負

　
担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
球
磨
村
管
内
宅
地
か
さ
上
げ
事
業
の

　
施
行
に
関
す
る
国
と
の
協
定
の
締
結

　
に
つ
い
て

〇
球
磨
村
監
査
委
員
の
選
任
同
意

　
　
日
隠　
啓
一　
氏
（
一
勝
地
）

〇
球
磨
村
教
育
委
員
の
選
任
同
意

　
　
大
岩　
幸
吉　
氏
（
神
瀬
）

　

任
期
満
了
に
伴
う
地
方
自
治
法
の
規

定
に
基
づ
き
、
議
会
で
の
指
名
推
薦
に

よ
る
選
挙
を
行
い
、
次
の
方
を
当
選
人

と
定
め
ま
し
た
。

　
　
伊
高　
寛　
氏
（
渡
）

　
　
柳
詰　
明　
氏
（
一
勝
地
）

　
　
那
良　
茂　
氏
（
三
ケ
浦
）

　
　
上
蔀　
修　
氏
（
神
瀬
）

〇
会
計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇
改
善
を

　
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

原
案
を
可
決
し
、
国
会
議
員
へ
意
見

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

〇
球
磨
村
義
務
教
育
学
校
建
設
に
関
す

　
る
特
別
委
員
会
設
置
に
関
す
る
決
議

　
に
つ
い
て

　

９月
定例会

条
例

認
定

９月定例会　審議した議案等とその結果
議案番号 件　　　　　名 結　果 賛成 反対

報 告 第 ８ 号 令和４年度財政健全化判断比率及び資金不足比率について 報　　告 9 0

認 定 第 １ 号 令和４年度球磨村一般会計決算の認定について 原案認定 9 0

認 定 第 ２ 号 令和４年度球磨村国民健康保険特別会計決算の認定について 原案認定 9 0

認 定 第 ３ 号 令和４年度球磨村後期高齢者医療特別会計決算の認定について 原案認定 9 0

認 定 第 ４ 号 令和４年度球磨村介護保険特別会計決算の認定について 原案認定 9 0

認 定 第 ５ 号 令和４年度球磨村簡易水道特別会計決算の認定について 原案認定 9 0

議 案 第 50 号 工事請負変更契約の締結について 原案可決 9 0

議 案 第 51 号 球磨村長等の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例の制定
について ※ 原案否決 0 9

議 案 第 52 号 球磨村議会議員及び球磨村長の選挙における選挙運動の公費負担に
関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 9 0

議 案 第 53 号 令和５年度球磨村一般会計補正予算について  原案可決 9 0

議 案 第 54 号 令和５年度球磨村介護保険特別会計補正予算について 原案可決 9 0

同 意 第 10 号 球磨村監査委員の選任同意について 原案同意 9 0

同 意 第 11 号 球磨村教育委員会委員の選任同意について 原案同意 9 0

追　加　日　程

議 案 第 55 号 球磨村管内宅地かさ上げ事業の施行に関する国との協定の締結につ
いて 原案可決 9 0

議 案 第 56 号 球磨村長等の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例の制定
について ※ 原案可決 9 0

発 議 第 ３ 号 会計年度任用職員の処遇改善を求める意見書の提出について 原案可決 9 0

発 議 第 ４ 号 球磨村義務教育学校建設に関する特別委員会設置に関する決議につ
いて 原案可決 9 0

（採決の人数は、議長を除く９名）

９
月
定
例
会

契
約

発
議

令
和
４
年
度
一般
会
計「
歳
出
」

決
算
額
は
、約
68
億
７
千
万
円

協
定

同
意

選
挙
管
理
委
員
会
の
選
挙

※議案第56号については、議案第51号の否決を受け、内容を変更して
　追加上程され可決



嶽
本　
孝
司　
委
員
長

歳
入
に
つ
い
て

　

１　
健
全
な
財
政
運
営
を
図
る
た

め
に
は
、
自
主
財
源
の
確
保
が
重
要

で
あ
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
貴
重

な
財
源
に
つ
い
て
は
、
増
額
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
。

　

２　
公
平
・
公
正
な
観
点
か
ら
、

税
、
使
用
料
な
ど
安
易
に
不
納
欠
損

処
理
を
す
る
こ
と
な
く
、
催
告
状
の

発
送
や
分
納
誓
約
、
新
た
な
徴
収
方

法
を
図
る
な
ど
適
正
に
実
施
し
、
納

付
意
欲
の
低
下
に
な
ら
な
い
よ
う
努

め
る
こ
と
。

　

３　
交
付
税
の
重
要
な
基
礎
算
定

に
は
人
口
数
が
大
き
く
左
右
さ
れ

る
。
い
か
に
人
口
減
少
を
緩
や
か
に

し
、
歯
止
め
を
か
け
る
か
、
総
合
的

な
財
源
確
保
に
努
め
る
こ
と
。

歳
出
に
つ
い
て

　

１　
一
般
会
計
で
は
、
令
和
4
年

度
に
お
い
て
も
、
豪
雨
災
害
や
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
関
連
す
る

予
算
が
増
加
し
て
い
る
が
、
実
施
し

た
事
業
の
数
値
的
な
効
果
、
使
途
の

検
証
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
現
状
を

把
握
し
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ

た
の
か
、
精
査
を
行
い
、
成
果
を
数

値
化
で
き
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
。

　

２　
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
予

算
の
積
算
も
含
め
十
分
に
把
握
し
、

適
正
な
執
行
に
努
め
、
そ
の
事
業

が
ど
う
振
興
策
に
繋
が
っ
て
い
く
の

か
、
検
討
を
す
る
こ
と
。

　
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医

療
、
介
護
保
険
特
別
会
計
に
お
い
て

は
、
健
康
増
進
事
業
に
尽
力
さ
れ
て

い
る
。
今
後
も
、
財
政
状
況
と
の
関

連
も
含
め
、
各
特
別
会
計
事
業
が
連

携
、
連
動
し
、
高
齢
者
の
い
き
が
い

づ
く
り
や
健
康
教
室
、
介
護
予
防
事

業
に
よ
り
、
健
康
寿
命
が
延
び
る
よ
う

な
更
な
る
事
業
の
推
進
を
図
る
こ
と
。

　

簡
易
水
道
特
別
会
計
で
は
、
本

来
、
公
営
企
業
と
し
て
独
立
採
算
制

が
原
則
で
あ
る
が
、
人
口
が
減
少
す

る
中
、
料
金
改
定
が
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
。
料
金
改
定
の
必
要
性
、
時
期

も
検
討
し
な
が
ら
、
持
続
的
な
簡
易

水
道
事
業
に
努
め
、
加
入
者
へ
の
丁

寧
な
説
明
を
行
う
こ
と
。

　
最
後
に
、
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災

害
か
ら
３
年
が
経
過
し
、
今
後
、
本

格
的
な
復
興
が
進
む
中
、
一
つ
ひ
と

つ
の
事
業
を
再
度
見
直
し
、
適
正
な

予
算
の
執
行
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
災
害
公
営
住
宅
や
宅
地
分
譲
に
よ

り
、
生
活
再
建
に
一
応
の
成
果
が
見

え
て
い
る
一
方
で
、
依
然
と
し
て
仮

設
住
宅
等
で
生
活
を
さ
れ
て
い
る
被

災
者
の
方
も
お
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

早
急
に
生
活
再
建
へ
の
安
心
が
図
ら

れ
る
よ
う
、
親
切
に
丁
寧
な
情
報
の

提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
職
員
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
通
常

業
務
に
加
え
、
復
旧
復
興
に
向
か
う

関
連
業
務
が
増
え
、
大
変
で
あ
る
こ

と
は
承
知
し
て
い
ま
す
が
、
一
つ
ひ

と
つ
の
事
業
の
効
果
が
目
的
に
つ
な

が
っ
て
い
る
か
検
証
を
行
い
、
庁
内

で
の
連
携
を
図
り
、
取
り
組
ま
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
結
び
に
、
健
康
が
あ
っ
て
復
旧
復

興
が
成
し
え
る
と
思
い
ま
す
。
村
民

の
健
康
維
持
と
併
せ
て
職
員
各
位

の
健
康
の
維
持
に
も
努
め
て
く
だ
さ

い
。
球
磨
村
の
早
期
復
旧
と
創
造
的

復
興
の
た
め
、
尽
力
い
た
だ
く
こ
と
を

お
願
い
し
委
員
長
報
告
と
し
ま
す
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長
報
告

歳　　入　　額 歳　　出　　額
一 般 会 計 81億 8,665 万 2千円 68億 7,082 万 4千円
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 6億 18万円 5億 2,413 万 3千円
後期高齢者医療特別会計 5,550 万 8千円 5,528 万 5千円
介 護 保 険 特 別 会 計 7億 3,070 万 8千円 6億 7,142 万 8千円
簡 易 水 道 特 別 会 計 1億 3,020 万 3千円 8,735 万 4千円
　 合 　 計 　 97億 325万 1千円 82億 902万 4千円

　令和４年度一般会計及び特別会計の決算額

令
和
４
年
度
球
磨
村
一
般
会
計
決
算
の
内
訳
（
左
図
）

　

令
和
４
年
度
一
般
会
計
決
算
に
お
け
る
歳
入
財
源
の
比
率
は
、
村
税
等
か
ら
な
る
自
主
財
源
が
約
33
％
、

国
・
県
支
出
金
等
の
依
存
財
源
は
約
67
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
決
算
額
は
、
前
年
度
に
比
べ
約
30
億
２
，
６
０
７
万
円
減
少
し
て
お
り
、
主
な
要
因
は
令
和
２
年
７

月
豪
雨
災
害
に
伴
う
災
害
廃
棄
物
処
理
や
家
屋
解
体
等
の
事
業
完
了
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
依
然
と
し
て
支

出
の
中
で
復
旧
・
復
興
に
係
る
事
業
費
の
占
め
る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

依存財源
67％

村税
2億3240万5千円 3％

歳 入 81億8,665万2千円

自主
　財源

33％

財産収入
1億2111万7千円 1％

寄附金
7150万6千円 1％村債

1億4386万7千円 2％
繰入金
4億4209万8千円

5％

繰越金
12億1807万8千円

15％

その他
6億3461万3千円

7％

交付金・譲与税
1億5800万4千円
2％地方交付税

32億7982万4千円
40％

12％国庫支出金
10億3万3千円

11％県支出金
8億8510万7千円

歳 出 68億7,082万4千円
その他
1億2185万5千円 1％

総務費
28億9530万2千円
42%

民生費
9億4805万5千円

14％

衛生費
3億1006万7千円

5％

6％
農林水産業費
4億1237万8千円

土木費
1億8488万7千円 3％

消防費
1億3952万6千円 2％

6％

教育費
2億2043万7千円

3％

災害復旧費
12億1953万1千円
18%

公債費
4億1878万6千円

令和４年度一般会計及び特別会計決算を認定
～決算審査特別委員会で審議～

※千円以下は端数調整をしていますのでご了承ください。
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　令和４年度一般会計及び特別会計の決算について、日隠啓一代表監査委員より決算審査の報
告を受け、議会に認定のため決算審査特別委員会を設置し審議しました。
　審査日程については、９月５日に正副委員長を選任し、６日及び７日に、執行部関係者から
説明を受け審議にあたり、本会議の審議において認定することに全員一致で可決しました。
　また、審査の中で委員から、予算の執行で終わるのではなく、事業を実施し目的に対しどの
ような成果が上がったことを検証することが重要。決算審査及び議会決算審査特別委員会で質
問や意見に、しっかり協議し今後の成果に結びつけてほしいと意見が出されました。
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９
月
８
日
、
議
会
活
性
化
特
別
委
員

会
（
委
員
長
：
嶽
本
孝
司
）
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
主
な
議
題
と
し
ま
し
て
は
、
定
数
削

減
を
含
め
た
「
適
正
な
議
員
定
数
」
に

つ
い
て
、
近
隣
市
町
村
で
取
組
が
進
め

ら
れ
て
い
る
議
会
審
議
に
お
け
る
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
や
事
務
の
軽
減
、
業
務
効

率
化
な
ど
を
図
る
た
め
「
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
」
の
導
入
に
関
し
て
協
議
を
行
い

ま
し
た
。

　
今
後
、「
適
正
な
議
員
定
数
」
に
つ
い

て
は
、
公
表
時
期
、
手
続
き
等
、
し
っ

か
り
と
協
議
を
重
ね
村
民
の
皆
様
に
お

知
ら
せ
す
る
こ
と
、「
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
」

の
導
入
に
つ
い
て
は
、
実
現
し
た
場
合

の
効
果
、
業
務
効
率
の
改
善
、
コ
ス
ト

面
等
を
検
証
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

く
と
い
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
９
月
14
日
、
第
７
回
定
例

会
に
お
い
て
、
議
員
発
議
に
よ
り
球
磨

村
義
務
教
育
学
校
建
設
に
関
す
る
特
別

委
員
会
（
委
員
長
：
田
代
利
一
）
を
設

置
し
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
４
月
、
球
磨
村
義
務
教
育

学
校
「
球
磨
清
流
学
園
」
が
開
校
い
た

し
ま
す
。

　

義
務
教
育
学
校
の
建
設
に
つ
い
て

は
、
開
校
に
あ
た
っ
て
の
分
離
型
校
舎

の
改
修
工
事
、
更
に
は
一
体
型
校
舎
建

設
の
問
題
等
、
議
会
と
し
て
も
今
後
の

進
め
方
を
注
視
し
、
協
議
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
「
球
磨
村
義
務
教
育
学
校
建

設
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」
に
お
い
て
、

調
査
、
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

様
々
な
改
修
工
事
が
必
要
と
な
る
。
今

回
、
村
有
施
設
整
備
基
金
を
財
源
と
す

る
改
修
工
事
に
伴
う
設
計
費
用
を
計
上

し
て
い
る
。

保
護
者
説
明
会
で
上
が
っ
て
き

た
ラ
ン
ド
セ
ル
あ
る
い
は
制
服

へ
の
支
援
は
。

各
部
会
に
お
い
て
で
き
る
だ
け

保
護
者
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ

う
に
と
い
う
こ
と
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。

今
回
、
補
助
を
す
る
と
い
う
と
き
に
、

今
年
１
年
だ
け
で
い
い
の
か
と
い
う
問

題
が
出
て
く
る
。
継
続
的
に
や
っ
て
い

く
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
し
っ
か
り
論

議
が
必
要
で
あ
る
。
上
が
っ
て
き
た
内

容
を
し
っ
か
り
精
査
し
、
検
討
し
て
行

き
た
い
。分

離
型
義
務
教
育
学
校
の
課
題
、

解
決
策
は
。

校
舎
間
の
行
き
来
の
時
間
的
制

約
、
道
路
の
横
断
で
危
険
を
回

避
す
る
必
要
が
あ
る
。
職
員
室
が
分
か

れ
る
こ
と
に
よ
り
教
職
員
の
意
思
の
疎

通
と
児
童
生
徒
の
見
守
り
に
つ
い
て
定

期
的
に
全
職
員
会
議
を
実
施
し
情
報
共

有
の
徹
底
を
図
っ
て
い
く
。

（
一
体
型
の
建
設
に
あ
た
り
）
Ａ

案
を
否
決
し
た
。
Ｂ
案
Ｃ
案
を
出

さ
れ
た
が
。

議
員
や
住
民
の
意
見
等
も
踏
ま

え
、
総
合
的
に
判
断
し
て
今
回

Ａ
案
を
示
し
た
。

何
の
た
め
の
Ａ
案
か
。
Ｂ
案
Ｃ
案

も
出
し
て
い
た
で
し
ょ
う
。

今
す
ぐ
渡
に
造
る
と
は
考
え
て

い
な
い
が
、
将
来
的
な
村
づ
く

り
を
考
え
た
と
き
、
防
災
拠
点
、
避
難

所
と
か
で
使
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

子
ど
も
が
減
っ
て
い
く
中
で
、

今
す
ぐ
一
体
型
を
造
れ
と
は
言

え
な
い
。将

来
的
に
、
一
体
型
を
一
勝
地

に
造
り
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と

は
、
私
の
口
か
ら
は
そ
う
い
う
責
任
の

あ
る
言
葉
は
言
え
な
い
。

来
年
度
開
校
の
球
磨
清
流
学
園

に
対
す
る
村
長
の
所
感
は
。

教
育
委
員
会
と
各
学
校
、
保
護

者
、
地
域
が
協
力
し
、
一
体
と

な
っ
て
準
備
を
進
め
、
子
ど
も
た
ち
及

び
保
護
者
が
安
心
し
て
開
校
を
迎
え
ら

れ
る
よ
う
努
め
る
。

残
す
と
こ
ろ
村
長
の
任
期
も
あ

と
半
年
余
り
と
な
り
ま
し
た
。

２
期
目
に
出
馬
さ
れ
る
か
ど
う
か
。

こ
の
次
の
４
年
間
し
っ
か
り
皆

さ
ん
と
一
緒
に
ま
た
苦
し
み
を

分
か
ち
合
い
な
が
ら
球
磨
村
の
村
政
に

携
わ
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
決
意
を
し

た
。
今
後
ま
た
み
な
さ
ん
と
と
も
に
４

年
間
頑
張
っ
て
い
け
る
よ
う
に
、
こ
れ

か
ら
ま
た
し
っ
か
り
と
頑
張
っ
て
い
き

た
い
。

明
る
い
話
題
と
し
て
、
来
年
度
か

ら
分
離
型
で
は
あ
る
が
義
務
教

育
学
校
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
分
離
型
よ

り
一
体
型
の
方
が
よ
り
教
育
環
境
が
充

実
し
て
い
る
こ
と
か
ら
近
い
将
来
一
体

型
の
学
校
建
設
が
望
ま
れ
る
が
。

６
月
臨
時
会
に
お
い
て
運
動
公

園
内
へ
の
建
設
に
関
す
る
関
連

予
算
が
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
た
。
執

行
部
と
し
て
議
会
の
判
断
を
重
く
受
け

止
め
て
い
る
。
村
で
は
、
現
在
令
和
６

年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る
一
勝
地
小
・

球
磨
中
等
既
存
の
施
設
を
活
用
し
た
分

離
型
の
開
校
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て

い
る
。

開
校
に
お
け
る
課
題
は
。

当
分
の
間
は
施
設
分
離
型
の
校

舎
で
ス
タ
ー
ト
す
る
。
基
本
的

に
一
勝
地
小
学
校
に
１
年
生
か
ら
４
年

生
ま
で
、
球
磨
中
学
校
に
５
年
生
か
ら

９
年
生
ま
で
入
っ
て
学
ぶ
計
画
と
し
て

い
る
。
特
に
、
長
年
使
用
さ
れ
て
い
な

い
球
磨
中
学
校
の
空
き
教
室
を
は
じ
め
、

コ
ロ
ナ
、
豪
雨
災
害
に
対
応
し
、
引
き
続
き
復
旧
復
興
と

人
口
減
少
対
策
に
決
意

村
長

村
長

村
長

教
育

課
長

村
長

問

問 問

答

問

問

問

残
す
と
こ
ろ
村
長
の
任
期
も
あ
と
半
年

余
り
。
２
期
目
は
？

田
代　
利
一 

議
員

問村
長

　
令
和
５
年
第
８
回
臨
時
議
会
を
10

月
４
日
に
開
催
し
、
議
案
約
２
件
を

可
決
し
ま
し
た
。

①
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
亀
割
川
河
川
災
害
復
旧
工
事
に
つ
い

て
、
契
約
金
額
７
千
６
５
６
万
円
で
の

請
負
契
約
締
結
を
原
案
の
と
お
り
可
決
。

②
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

茂
呂
葉
頭
首
工
災
害
復
旧
工
事
に

つ
い
て
、
契
約
金
額
７
千
９
２
０
万

円
で
の
請
負
契
約
締
結
を
原
案
の
と

お
り
可
決
。

第
８
回
臨
時
会
を
開
催

教
育

課
長

教
育

課
長

村
長 問

契
約

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
球
磨
村
義
務
教
育
学
校
建
設
に

関
す
る
特
別
委
員
会
を
設
置

現在の球磨中学校玄関

問

河川護岸が被災した亀割川

被災した茂呂葉頭首工
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「
セ
キ
ソ
の
地
蔵
」
付
近
の
県
道

が
冠
水
し
た
場
合
、
一
勝
地
駅

敷
地
の
管
理
道
路
を
、
緊
急
時
、
通
行

で
き
る
よ
う
に
す
る
考
え
は
。

友
尻
地
区
の
嵩
上
げ
事
業
が
進

め
ら
れ
る
中
で
、
有
事
の
際
の

避
難
路
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く

よ
う
、
現
在
、
国
と
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
が

行
わ
れ
て
い
る
。

球
磨
川
流
域
治
水
の
推
進
、
流
域

治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ッ
ク
ト
「
嵩
上
げ

事
業
」「
遊
水
池
事
業
」「
引
堤
事
業
」
等

が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
。
今
後
の
「
遊
水

地
」
の
活
用
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

遊
水
地
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

基
本
的
な
考
え
と
し
て
従
前
の

運
動
公
園
の
機
能
維
持
を
基
本
と
し
、

遊
水
地
内
に
遊
水
地
公
園
、
野
球
場
や

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

の
場
と
し
て
の
活
用
を
想
定
し
て
い
る
。

渡
グ
ラ
ン
ド
仮
設
団
地
、
今
後

「
集
約
」
が
進
み
、最
終
的
な
「
す

ま
い
」
の
確
保
が
で
き
た
時
、
今
あ
る

運
動
公
園
の
活
用
は
。

グ
ラ
ン
ド
内
に
あ
る
仮
設
住
宅

は
、
一
定
数
は
残
す
予
定
。
そ

の
後
の
残
っ
た
山
側
の
部
分
は
、
今
後

し
っ
か
り
と
し
た
村
の
方
向
性
、
次
の

計
画
に
反
映
し
て
い
く
。

地
域
再
生
に
合
わ
せ
た
自
主
防

災
活
動
の
促
進
、
円
滑
な
避
難

体
制
、
村
が
目
指
す
「
防
災
」
の
在
り

方
に
つ
な
が
る
施
策
と
は
。

自
ら
の
命
は
自
ら
が
守
る
と
い

う
防
災
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、

自
助
、
共
助
に
よ
る
防
災
体
制
の
構
築
。

地
域
の
活
性
化
と
連
帯
感
に
基
づ
く
自

主
防
災
組
織
の
充
実
、
強
化
、
防
災
訓

練
等
、
各
種
施
策
を
計
画
的
に
推
進
し

て
い
く
。自

主
防
災
組
織
の
促
進
、
集
落

単
位
、
班
単
位
だ
け
で
は
な
く
、

行
政
区
、
分
館
単
位
等
、
広
域
的
な
防

災
体
制
、
組
織
の
考
え
は
。

今
の
と
こ
ろ
、
集
落
単
位
で
自

主
防
災
組
織
が
編
成
さ
れ
て
い

る
。
今
後
、
地
形
的
な
も
の
も
あ
る
が
、

近
隣
の
集
落
等
で
の
組
織
活
動
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
検
討
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

消
防
団
詰
所
の
復
旧
支
援
、
現
在

の
消
防
団
詰
所
の
整
備
、
進
捗
状

況
は
。

消
防
団
詰
所
に
つ
い
て
は
、
豪

雨
災
害
に
よ
り
格
納
庫
も
含
め

11
箇
所
が
被
災
し
た
。
早
急
に
整
備
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
が
、
災
害
復
旧
工

事
の
絡
み
、
嵩
上
げ
事
業
の
対
象
地
区

で
は
移
転
の
検
討
も
必
要
で
あ
る
。
消

防
幹
部
会
で
の
要
望
も
聞
き
な
が
ら
整

備
を
進
め
て
い
く
。

消
防
団
員
の
減
少
に
よ
る
定
数

の
見
直
し
、
将
来
分
団
再
編
あ
た

り
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
が
。

消
防
団
幹
部
会
に
お
い
て
、
今

後
、
定
数
の
削
減
、
定
数
の
見

直
し
等
、
協
議
が
な
さ
れ
る
と
思
う
が
、

他
に
も
、
消
防
団
Ｏ
Ｂ
の
活
用
が
で
き

な
い
か
等
意
見
が
出
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
今
後
、
消
防
団
Ｏ
Ｂ
を
予
備
消

防
団
員
と
し
て
活
用
で
き
な
い
か
仕
組

み
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
る
。

災
害
に
強
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

確
保
、
集
落
間
を
結
ぶ
生
活
道

路
、
有
事
の
際
、
集
落
と
集
落
が
孤
立

し
な
い
道
路
網
の
整
備
が
必
要
。

や
は
り
早
め
の
避
難
で
孤
立
し

な
い
、
被
災
し
な
い
と
い
う
こ
と

を
考
え
て
い
る
。
既
存
の
被
災
し
た
道

路
の
強
靭
化
、
災
害
を
受
け
て
も
被
災

し
な
い
道
路
を
検
討
し
て
い
く
。

「
復
興
計
画
」【
命
を
守
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
保
】
災
害
検

証
に
基
づ
き
、
ど
う
反
映
し
て
い
く
の
か

復
旧
、
復
興
対
策
等
の
迅
速
か
つ
円
滑
な
実
施
の
た
め
、

有
事
の
際
に
は
避
難
路
と
な
る
道
路
網
の
整
備
を
進
め
て
い
く

村
長

総
務

課
長

村
長

村
長

総
務

課
長

問

問

問

問

問

答

問村
長

問

永
椎
樹
一
郎 

議
員

問

村
長

「命を守る道路ネットワーク」避難路の確保【渡桜峰】

建
設

課
長

の
方
々
の
転
出
が
多
い
と
思
わ
れ
る
が
。

令
和
２
年
７
月
と
令
和
５
年
６

月
と
比
較
し
、
子
育
て
世
代
が

２
７
１
人
減
少
、
高
齢
者
は
亡
く
な
ら

れ
た
方
も
含
め
１
３
１
人
と
多
い
。
一

番
多
い
の
は
、
や
っ
ぱ
り
子
育
て
世
代

の
42
％
減
少
で
あ
る
。

将
来
の
計
画
に
つ
い
て
も
っ
と

Ｐ
Ｒ
し
、
皆
さ
ん
方
が
帰
っ
て
き

て
も
ら
え
る
よ
う
な
施
策
が
必
要
で
は
。

村
外
に
家
を
造
っ
た
り
購
入
し

た
り
し
て
転
出
さ
れ
た
方
が
た

く
さ
ん
お
ら
れ
る
が
、
借
家
住
ま
い
さ

れ
て
い
る
方
々
な
ど
に
は
情
報
発
信
を

し
な
が
ら
、
１
日
で
も
早
く
早
急
に
事

業
を
完
成
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

商
店
が
無
く
て
買
い
物
が
で
き
な

い
状
況
に
あ
る
。
買
い
物
支
援
な

ど
住
ん
で
生
活
し
や
す
い
よ
う
な
環
境
を

創
る
こ
と
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
が
。

業
者
側
に
す
れ
ば
採
算
が
取
れ

な
い
と
な
か
な
か
進
出
で
き
な

い
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。
今
後
の
村

づ
く
り
を
考
え
た
と
き
、
住
民
が
集
中

す
る
所
に
商
店
等
が
出
て
く
る
と
思
う

の
で
、
ま
ち
づ
く
り
の
中
で
計
画
を
創

り
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
。

総
合
運
動
公
園
の
仮
設
住
宅
に

つ
い
て
、
今
後
進
め
ら
れ
る
地
区

の
嵩
上
げ
工
事
等
で
の
仮
住
ま
い
住
宅

と
し
て
確
保
で
き
な
い
の
か
。

県
か
ら
の
譲
渡
が
終
了
し
た
後

で
あ
れ
ば
利
用
は
可
能
だ
。
移

転
で
き
る
よ
う
な
場
所
が
あ
れ
ば
、
移

転
し
て
公
営
住
宅
と
し
て
使
う
こ
と
は

可
能
と
考
え
て
い
る
。

交
流
人
口
増
加
を
図
る
施
策
と

観
光
振
興
は
。

昨
年
来
、
球
泉
洞
と
ラ
フ
テ
ィ

ン
グ
が
再
開
し
、
に
ぎ
わ
い
を

見
せ
始
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
勝
地

交
流
セ
ン
タ
ー
「
か
わ
せ
み
」
が
９
月

16
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
、

よ
う
や
く
球
磨
村
の
観
光
分
野
の
復
興
・

復
活
へ
の
道
筋
が
見
え
て
き
た
。
球
磨

村
の
認
知
度
の
向
上
と
観
光
地
と
し
て

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
て
、

多
角
的
な
Ｐ
Ｒ
を
推
進
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。有

害
獣
が
畑
や
家
の
周
辺
ま
で

出
て
き
て
農
産
物
な
ど
に
被
害

が
出
て
い
る
。
地
域
で
草
払
い
を
し
て

ネ
ッ
ト
を
張
る
よ
う
な
こ
と
に
対
し
補

助
は
で
き
な
い
の
か
。

産
業
振
興
対
策
補
助
で
、
農
作
物

に
関
す
る
補
助
金
や
捕
獲
ワ
ナ
、

防
護
柵
等
の
補
助
は
行
な
っ
て
い
る
が
、

耕
作
放
棄
地
等
の
や
ぶ
払
い
の
補
助
は

な
い
。

共
助
の
む
ら
づ
く
り
支
援
事
業

補
助
金
交
付
要
綱
を
定
め
て
お

り
、
生
活
環
境
整
備
と
し
て
地
域
で
の

草
払
い
と
清
掃
活
動
に
使
わ
れ
て
い
る
。

駆
除
に
関
す
る
ワ
ナ
が
生
活
環
境
整
備

に
該
当
す
る
の
で
あ
れ
ば
申
請
は
妨
げ

な
い
。

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
後
の

急
激
な
人
口
減
少
の
要
因
は
。

被
災
さ
れ
た
方
々
の
自
宅
再
建

の
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
や
復
興
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
対
し
、
村
が
復
興
を

進
め
て
い
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
の
差
で

人
口
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
、
ど
の
よ
う
に
対
策
を
取

る
の
か
。

村
だ
け
で
な
く
、
国
、
県
に
支

援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
復
興
を

進
め
て
い
る
が
、
被
災
さ
れ
た
方
た
ち

は
ど
う
し
て
も
待
ち
き
れ
な
い
状
況
の

中
で
、
村
外
に
住
ま
い
を
求
め
ら
れ
た

方
が
多
く
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ハ
ー

ド
面
は
す
ぐ
す
ぐ
で
き
る
も
の
で
は
な

い
が
、
今
か
ら
で
き
る
こ
と
を
し
っ
か
り

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

転
出
さ
れ
た
方
々
の
構
成
、
特
に

子
育
て
世
代
の
方
と
高
齢
者
世
帯

村
長

村
長

村
長

復
興

振
興

課
長

問 問

問

問

問

問 村
長

宮
本　
宣
彦 

議
員

交
流
人
口
増
加
を
図
る
た
め
に
は

村
長

問

他
地
域
と
の
差
別
化
に
繋
が
る
魅
力
や
観
光
資
源
を

磨
き
上
げ
る
こ
と
が
大
切
だ

答

税
務

住
民

課
長

問産
業

振
興

課
長

村
長

リニューアルオープンした
一勝地交流センター「かわせみ」
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こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
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あ
り
、
嵩
上
げ
や
、
ピ
ロ
テ
ィ
、
溢
水

（
い
っ
す
い
）
の
対
策
を
し
た
ら
莫
大
な

費
用
が
予
想
さ
れ
る
予
測
の
部
分
で
あ

り
、
し
っ
か
り
し
た
数
字
は
な
い
。

し
っ
か
り
と
し
た
数
字
が
出
て

い
な
い
の
に
、
一
勝
地
に
一
体
型

校
舎
を
建
て
ら
れ
な
い
理
由
は
。

一
勝
地
小
学
校
、
球
磨
中
は
被

災
し
て
い
な
い
が
、
通
学
路
、

通
勤
路
が
被
災
し
た
た
め
、
一
か
月
の

休
校
と
な
り
、
そ
れ
を
解
消
す
る
た
め

に
、
渡
が
最
適
と
い
う
こ
と
で
提
案
を

し
て
い
る
。
ま
た
、
嵩
上
げ
や
、
造
成

工
事
に
か
な
り
の
費
用
が
か
か
る
と
思

わ
れ
る
か
ら
、
そ
の
辺
は
理
解
を
願
い

た
い
。

ど
ち
ら
に
し
て
も
一
勝
地
に
一

体
型
校
舎
は
建
て
な
い
の
か
。

一
勝
地
に
は
建
て
な
い
と
は
言
っ

て
な
い
と
思
う
が
、
分
離
型
で
進

め
て
い
く
中
で
、
一
体
型
校
舎
の
課
題
が

出
て
き
た
ら
、
改
め
て
し
っ
か
り
協
議
を

し
て
論
議
を
し
て
決
め
た
い
。

村
政
座
談
会
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト

の
答
弁
で
「
全
て
村
民
の
意
見

に
従
う
こ
と
な
く
、
村
の
将
来
に
関
し

て
は
全
て
を
村
民
に
任
せ
る
よ
う
な
こ

と
で
は
い
け
な
い
」
と
は
ど
う
い
う
こ

と
か
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
、
村
政

の
方
向
性
を
決
め
て
い
く
の
は

本
来
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
が
、
今
回
、

学
校
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
村
民

の
意
見
を
聴
取
し
、
そ
の
意
見
を
基
に

方
向
性
を
検
討
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
議
論
を
し
て
決
め

て
い
く
の
が
本
質
だ
と
思
う
。

な
ぜ
、
Ｂ
・
Ｃ
案
に
そ
う
言
う

費
用
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た

の
か
。

今
回
、
基
本
構
想
の
な
か
で
、
渡

に
建
て
た
場
合
、
球
磨
中
学
校
を

解
体
、
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
と
い
う
３
案

は
コ
ン
サ
ル
に
お
願
い
し
て
出
し
た
数

字
で
あ
り
、
一
勝
地
に
治
水
対
策
を
講

じ
て
、
一
体
型
校
舎
を
建
て
る
と
い
う

こ
と
を
お
願
い
は
し
て
い
な
か
っ
た
た

め
、
敷
地
の
嵩
上
げ
や
、
ピ
ロ
テ
ィ
の

設
置
に
莫
大
な
費
用
が
予
想
さ
れ
る
。

治
水
対
策
を
講
じ
た
場
合
の
試

算
は
、
Ａ
案
の
46
億
円
を
Ｂ
案
の

35
億
円
は
超
え
る
の
か
。

議
会
か
ら
の
提
言
書
の
中
に

あ
っ
た
こ
と
に
対
す
る
答
え
で

村
長

村
長

問

問

問

問

一
勝
地
に
施
設
一
体
型
校
舎
を
建
設
し
た
場
合

莫
大
な
費
用
が
か
か
る
理
由
板
㟢　
壽
一 

議
員

村
長

村
長問村

長

Ｂ
・
Ｃ
案
は
球
磨
中
学
校
を
増
改
築
す
る
建
設
に
通
常
要
す
る

費
用
で
、
具
体
的
な
試
算
は
出
て
い
な
い
が
、
敷
地
の
嵩
上
げ
や

建
物
に
設
置
す
る
ピ
ロ
テ
ィ
な
ど
多
額
の
費
用
が
予
想
さ
れ
る

答

今
後
、
後
期
計
画
の
策
定
が
行
わ

れ
る
が
、そ
の
中
で
「
か
わ
せ
み
」

の
指
定
管
理
に
お
け
る
村
へ
の
還
元
等

に
つ
い
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

「
か
わ
せ
み
」
の
運
営
は
、
行
政

を
中
心
に
行
わ
れ
て
き
た
が
、

民
間
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
よ
り
施
設
の

良
好
な
運
営
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

交
流
人
口
の
増
加
、
収
入
面
の
増
加
等
、

委
託
先
の
ト
ラ
ッ
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
は

期
待
を
し
て
い
る
。
運
営
計
画
が
少
し

遅
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
状
況
を
見
守
っ

て
も
ら
い
た
い
。

令
和
４
年
度
決
算
審
査
の
成
果

報
告
が
各
課
よ
り
行
わ
れ
た
が
、

人
口
減
少
が
進
み
、
財
源
の
確
保
が
厳

し
い
中
、
い
ろ
ん
な
支
援
が
あ
り
成
果

が
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
課
で
新
た
に

取
り
組
ん
だ
事
業
内
容
は
。

特
に
新
た
な
取
り
組
み
は
行
っ

て
い
な
い
。
令
和
２
年
豪
雨
災

害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
、
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
な
ど
の
事
業
を
中
心
に
事
業
を
進

め
て
き
た
。

昨
年
度
４
年
ぶ
り
に
村
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
「
復
興
祭
」
を
開

催
し
た
。
そ
の
他
は
災
害
関
係
の
計
画

全
般
を
引
き
続
き
取
り
ま
と
め
る
事
業

を
行
っ
て
い
る
。

令
和
４
年
度
の
新
た
な
事
業
は

実
施
し
て
い
な
い
。

事
業
内
容
の
見
直
し
を
行
っ
た
。

敬
老
年
金
の
支
給
方
法
を
改
正

し
、
障
害
者
福
祉
年
金
を
廃
止
、
今
後
、

事
業
内
容
を
検
討
中
、
そ
の
他
は
、
子

育
て
支
援
の
出
産
、
子
育
て
応
援
給
付

金
制
度
、
保
健
師
に
よ
る
相
談
体
制
の

整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

令
和
２
年
豪
雨
災
害
の
復
旧
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
昨
年
度
か
ら
電
子

入
札
の
導
入
準
備
、
今
年
度
か
ら
導
入

を
開
始
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

被
災
し
た
渡
小
学
校
の
再
建
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
こ
の
他
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
関
連
で
全
児
童
生
徒
へ
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
環

境
を
整
え
た
。
社
会
教
育
に
お
い
て
「
球

磨
川
リ
バ
イ
バ
ル
ト
レ
イ
ン
in
シ
ョ
ー

ト
」
を
開
催
、
今
年
度
も
開
催
を
予
定

し
て
い
る
。

税
金
徴
収
方
法
を
見
直
し
、
訪

問
徴
収
か
ら
催
告
と
財
産
調
査
、

徹
底
し
た
滞
納
整
理
に
切
替
え
、
手
軽

に
納
付
可
能
な
コ
ン
ビ
ニ
納
付
等
の
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。

復
興
計
画
の
中
で
、
災
害
に
強

く
、
住
民
が
安
全
、
安
心
に
住
み

続
け
ら
れ
る
山
里「
球
磨
村
」と
あ
る
が
、

山
間
地
域
に
お
け
る
消
防
施
設
の
復
旧

状
況
お
よ
び
避
難
路
の
整
備
状
況
は
。

災
害
へ
の
対
応
、
住
民
の
命
を
守

る
た
め
に
は
、
早
期
避
難
が
最
も

重
要
で
あ
る
。
村
と
し
て
防
災
教
育
を

行
い
な
が
ら
、
19
地
区
に
自
主
防
災
組

織
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
村
全
体
が
組

織
が
な
く
と
も
、
災
害
時
に
防
災
意
識

を
持
っ
て
行
動
で
き
る
地
域
を
目
指
す
。

令
和
２
年
豪
雨
災
害
で
消
防
詰

所
等
、
格
納
庫
が
11
施
設
被
災
し

た
。
そ
の
他
の
消
防
施
設
等
に
つ
い
て

も
復
旧
工
事
の
進
捗
に
よ
り
整
備
が
必

要
で
あ
る
。
消
防
署
よ
り
遠
い
地
域
は
、

緊
急
に
整
備
が
必
要
で
あ
り
、
早
急
に

対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

ま
た
、
避
難
路
等
の
整
備
は
、
計
画
に

沿
っ
て
後
期
の
計
画
等
で
進
め
る
。

災
害
に
よ
り
計
画
策
定
時
と
は
大
き
く
変
化
、
復
興
へ
の
取

組
み
を
推
進
し
て
お
り
、
後
期
計
画
で
は
、
発
展
に
つ
な
が
る

計
画
を
策
定
す
る

村
長 問

問

答

復
興

推
進

課
長

問村
長

「
第
６
次
球
磨
村
総
合
計
画
」
前
期
計
画
の
進
捗

状
況
と
後
期
計
画
の
柱
は

総
務

課
長

髙
澤　
康
成 

議
員

総
務

課
長

産
業

振
興

課
長

健
康

福
祉

課
長

建
設

課
長

教
育

課
長

税
務

住
民

課
長

活用方法が検討される渡小学校・千寿園跡地

義務教育学校の一体型校舎建設案
整　備　手　法 全体事業費

Ａ　案 渡地区　球磨村総合運動公園に校舎を新築 約 46億円

Ｂ　案 一勝地地区　球磨中学校を解体し、校舎を新築 約 35億円

Ｃ　案 一勝地地区　球磨中学校を改修し、増改築 約 27億円



９
月

定
例

会
第

８
回

臨
時

会
一

般
質

問
編

集
後

記

…
…

…
…

…
…

…
…

…
2

…
…

…
…

…
…

…
…

6
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
7

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

12

1
1
1
号

2023.11.27

くま
む
ら
議
会
だ
よ
り

一勝地小学校一勝地小学校

くま
む
ら
議
会
だ
よ
り
111

号
発

行
　

熊
本

県
球

磨
郡

球
磨

村
議

会
編

集
　

議
会

広
報

対
策

特
別

委
員

会
〒

869-6401 熊
本

県
球

磨
郡

球
磨

村
大

字
渡

丙
1730番

地
TEL（

0966）
32－

1111　
FAX（

0966）
32－

1230
印

刷
／

㈱
協

和
印

刷

　
連
日
の
よ
う
に
「
猛
暑
日
」
が
続
い

た
夏
も
終
わ
り
、
朝
晩
の
冷
え
込
み
、

木
々
が
少
し
ず
つ
色
づ
く
「
紅
葉
」
の

季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
近
頃
は
、
暦

が
変
わ
っ
て
も
、「
ず
う
ー
っ
と
」
暑
い

夏
が
続
き
、
秋
の
気
配
を
感
じ
た
か
と

思
え
ば
、
す
ぐ
冬
の
到
来
と
「
四
季
」

の
良
さ
が
感
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
気
が

し
て
い
ま
す
。

　
村
で
は
、今
年
度
「
復
興
計
画
」
と
「
後

期
計
画
」
が
一
本
化
さ
れ
策
定
さ
れ
ま
す
。

　
豪
雨
災
害
を
検
証
し
、
災
害
に
強
い

村
づ
く
り
、
村
民
が
安
全
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
新
た
な
球
磨
村
の
創
造
的
復

興
、
村
が
目
指
す
将
来
像
に
つ
な
が
る

施
策
な
の
か
注
視
し
な
が
ら
、
未
来
に

向
か
っ
て
、
復
興
を
必
ず
成
し
遂
げ
る

強
い
使
命
、
そ
し
て
、
５
年
後
、
10
年

後
の
「
球
磨
村
」
が
ど
う
な
る
の
か
真

剣
に
向
き
合
い
な
が
ら
、危
機
感
を
も
っ

て
、
大
胆
な
行
政
改
革
、
特
化
し
た
新

た
な
村
づ
く
り
も
必
要
に
な
っ
て
く
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
村
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、「
幸
せ
」
そ

し
て
「
村
民
が
一
番
」
を
追
求
し
、
全
力

で
丁
寧
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。永

椎
　
樹
一
郎

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長
　   

　
　板 

﨑
　壽 

一

副
委
員
長
　   

　
　西 

林
　尚 

賜

委
　
　員
　   

　
　宮 

本
　宣 

彦

委
　
　員
　   

　
　永
椎  

樹
一
郎

■球磨村世帯数：1,346世帯　■人口：2,808人　男：1,346人　女：1,462人（令和５年11月１日現在）

編
集
後
記

６学年担任　中林　彩華 教諭
　本年度の一勝地小学校の６年生は、男子８名・女
子２名、計１０名です。学級目標である「当たり前の
ことができる６年生、元気なあいさつができる６年生、
思いやりを持って優しくする６年生」を目指して毎日
頑張っています。また、今年度は渡小の６年生と一
緒に授業を受けることも多く、みんなで協力し、お
互いを高め合いながら学習に取り組んでいます。
　最上級生であり、一勝地小学校最後の卒業生と
なる６年生の子どもたちは、一人ひとりが自分に出
来ることを考えながら、精一杯やり遂げようと頑張っ
ています。卒業まで、そして閉校まで残り半年を切
りました。学校のためにできることを考え、「６年間
頑張ってよかった」という思いで３月の卒業式を迎え
てほしいと思います。

６年　吐合　心 さん
　私たちの学級は、個性豊かで明
るく、楽しい学級です。男子は休み
時間に運動場に行き、サッカーや
キャッチボールなどをしてみんな仲
良く遊んでいます。女子は教室で
楽しい話をしながら笑って過ごして
います。たまに男子同士でケンカや
言い合いが始まるけれど、すぐに話
し合って仲直りをしています。
　６年生は最上級生として、下級生
のことを考えたり、色々なことを教
えたりして大変だけど、１０人で力
を合わせてあと半年頑張りたいと思
います。
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令和５年11月27日発行


